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   経費に占める割合  









































































































































    エレクトロニクス
2.1土木工学
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 SSC（Superconducting Super Collider）は、高エネルギー物理学研究のために用いられる粒子加速器
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３．事例調査から得られた横断的課題 
 
５つの事例調査から得られた横断的なマネジメント上の課題は次の通りである。 
 
(1)関連アクターの取込みとインセンティブ設計 
 いずれの事例にも共通するポイントは、関連するアクターを巻き込んだプログラム形成が必須であるこ
とである。その過程で、すべてのアクターが納得し、また参加するインセンティブが得られるような仕組
みを設計していくことが必須である。しかし、プログラム形成の過程、プログラムのデザインは対象とす
る領域によっても異なるので、時間をかけて議論を重ねること、試行期間を置くことなどが必要であろう。 
 
(2)科学の次元と政治の次元 
 対象とする問題が、現実の問題解決の場合には、科学技術に関わる側面だけでなく政治的次元も密接に
関わってくる。両者が密接に関わる問題であればあるほど、両者の調整は困難なものとなる可能性がある。
この主の課題は科学技術の役割が重要になればなるほど増えてくると思われる。この問題をいかに解決す
るかを検討する必要がある。 
 
(3)知的財産権の扱い 
 今後は、どのような国際協力プログラムでも知的財産権のマネジメントが必須になってくると思われる。
適切な制度設計をすれば、それは協力のインセンティブにもなり、また民間セクターの参加を促すことに
もなりうる。 
 
(4)科学技術国際協力戦略の必要性と困難 
 日本が主導したＨＦＳＰ、ＩＭＳは、科学技術分野の国際協力プログラムの新しいモデルとして定着し
た点は大いに評価されるべきであろう。しかし、それが我が国の科学技術分野における国際戦略や国際政
策に基づいたものであるかというと、必ずしもそうではない。ＨＦＳＰにせよ、ＩＭＳにせよ、日本政府
には技術摩擦の回避もしくは緩衝という動機があったことは明白だが、プログラムの形成過程においては、
そのような話題は脇に置かれ、「いかに純粋に科学技術国際協力プログラムとして望ましいものを設計す
るか」という方向に論点が移っていった。逆説的だが、日本政府が当初の狙いに拘泥しなかったからこそ、
プログラムとして成立したともいえる。結果的に国益につながったと考えられる。 
 我が国の科学技術政策において、ＨＦＳＰ、ＩＭＳの事例ほど積極的で、国益を意識した国際協力政策
はなかったと思われる。国として国際協力プログラムに関わって行く上では、各国の利害・関心との調整、
戦略性は必須であると思われる。しかし、国益の確保は、ＨＦＳＰやＩＭＳの事例にもみられるように単
純ではない。一見したところ国益を追求しないような対応をする方が、最終的には国益の確保につながる
という場合もある。国益の確保の方法は、慎重に検討される必要がある 
